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令和6年6月1日 

編集発行

矢賀学区まちづくり委員会 

矢賀学区連合町内会

,........................ 矢賀学区社会福祉協議会

社

置
会
・
善
町
内
会
の

総
会
開
催

理
事
・
顧
問 

理 

事

""

大

田
 

正

憲
 

渡

邊
 

英

展
 

濱

吉
 

計

守
 

矢

野
 

里

美
 

空

下
 

重

昭

矢
賀
学
区
社
会
福
祉
靄
会
及
び
矢
賀
学
区 

連
合
町
内
会

の

令

和

六

年

度

総

京

、
令
和
六 

年
四
月
二
十
七
日
(±)
に
矢
賀
中
央
集
会
所
に 

お
い
て
開
靈
れ
ま
し
た
。

総
会
の
議
題
は
次
の
と
お
り
で
、
い
ず
れ
も
賛 

^
^
^
^

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

•

矢

賀
学

聲w
m

w

議

題
ー
、
令

和

五

畫

行

事

薯

二
、 
条

五

胃

収
^

^

並

び

に

監

査

薯

三
、 
審

六M
W

計
画

四
、 
令

和

六

畫

予

算

五
、 
そ
の
他

六
、 
役
員
改
選

会 

長 

山

田
 

正
一 

副

会

長
 

向

谷
 

敦

志
 

副
会
長
・
事
務
局
長 

光

永
 

暢 

博 

理
事
・
愛̂

宮

本
 

康

一 

理
事•
会
計 

本

川
 

成

美

中

村
 

孝

〃 

沖

原
 

淳 

〃 

飯

田
 

澄

雄
 

〃 

山

田
 

洋

子
 

〃 

正

田
 

修

一 

〃 

宮

本
 

和

人
 

〃 

植

木
 

ト

ミ
 

〃 

村

上
 

正 

〃 

佐

内
 

弘

幸
 

〃 

松

岡
 

巌 

〃 

里

本
 

孝

文
 

監 

事 

模

本
 

三
千
夫 

〃 

中

村
 

予

律

•

矢
賀
学
区
善
町
内
会 
・

議

題
一
、 
富

^m
t

事

讐

二
、 
富

五

偉

収

支

養

M
び
に
監
査
薯
・

三
、 
备

ハ

盖

行

事

計

画

四
、 
冨

ハ

傷

予

算

五
、 
そ
の
他

六
、
役
員
改
選 

会 

長 

副

会

長
 

理
事
・
事
聲
長 

理
事•

会
計 

理
事
・
顧
問 

理 

事

〃〃

監 

査

空

下
 

重

昭
 

矢

野
 

里

美
 

光

永
 

暢

博
 

本

川

成

美
 

大

田
 

正

憲
 

渡

邊
 

英

展
 

濱

吉

計

守

 

沖

原
 

淳

・
 

宮

本
 

康

一 

向

谷
 

敦

志
 

a

本 

三
千
夫 

中

村
 

予

律

お
知
ら
せ

日

時

靠

六

年

六

月

三

十

日

卸
 

場

所

矢

賀

史

講
習
時
間
九
時
〜
十
二
時

鬣

人

員

三

寿

申

込

締

切

靠

六

年

六

月

十

日

即

申

込

先

各

町

内

会

長
j

一

.-
・

益

矢
賀
学
区
自
主
防
災
会
連
合
会

会

長

正

田

修

一
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第
61
回 な

ご
み0

谷K

日

時

令

和6
帑

月

24
日
の

10
時
か
ら

12
時 

t

矢
賀
中
央
集
会
所
大
ホ
ー
ル 

会

費

五

〇

〇

円(

申
込
時
に
徴
収) 

内

容

お

話
(

み
ん
な
が
元
気
に
な
る 

「
尿
ト
レ
」
の
お
話
、
講
師
・
イ
ン 

ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
協
会
か
ら)
• 

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
・
ビ
ン
ゴ 

ゲ
ー
ム
・
そ
の
他

昼
食
は
テ
ィ
ク
ア
ウ
ト
で
す
。
 

申
込
締
切

6
月

15
日

(±)
ま
で
に
、
各
世
話 

人
さ
ん
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ 

弁
当
等
の
準
備
の
為
、
参
加
取
り 

や
め
る
場
合
は
、6
月

19
日W
 

ま
で
に
連
絡
し
て
よ
い) 

(

高
齢
者
生
き
生
き
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を 

お
持
ち
の
建
持
参
く
だ
さ
い
。) 

矢
賀
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

山

田

正

一
 

世
話
人 

石
本 

民
子

令
和
六
年
度

各
町
内
会
役
員
紹
介

一
丁
目
町
内
会 

会

長
 

副
会
長〃

会

計
 

二
丁
目
町
内
会 

会

長
 

副
会
長

会

計
 

三
丁
目
町
内
会 

会

長
 

副
会
長〃

会

計
 

四
丁
目
町
内
会 

会

長
 

副
会
長
・
会
計 

副
会
長
・
会
計 

六
丁
目
町
内
会 

会

長
 

副
会
長

大

田

正

憲
 

橋

本

一

夫
 

村

上

正
 

小

濱

節

子
 

渡

邊

英

展
 

大

畠

前
 

松

谷

邦

三
 

飯

田

澄

雄
 

山

田

浩

雄
 

濱

吉

計

守
 

藪

野

雅

之
 

清

水

英

範
 

矢

野

公

一 

矢

野

里

美
 

住

田

光

春
 

廣

瀬

郁

美
 

空

下

重

昭
 

杉

山

幸

子
 

森

脇

加

寿

美
 

向

田

司

副
会
長 

谷

本

武

志
 

会

計
 

川

本

聖

子
 

新
町
町
内
会

会

長
 

沖

原

淳
 

副
会
長 

松

崎

良

孝
 

〃 

阿

部

歳

尚
 

会

計
 

平

野

達

二
 

新
町
中
町
内
会

会

長
 

光

永

暢

博
 

副
会
長 

矢

野

久

雄
 

〃 

津

山

直

登
 

〃 

大

西

純

人
 

副

会

長•

会

計

矢

野

せ

つ

み 

新
町
南
町
内
会

会

長
 

宮
本
康
一 

副
会
長 

重

吉

清

美 

〃 

高

砂

博

文 

会

計
 

吉

田

克
 

東
山
町
内
会

会

長
 

向

谷

敦

志
 

副
会
長 

里

岡

真
 

〃 

岡

内

恢
 

〃 

國

清

順

一 

会

計
 

花

倉

法

恵

I
T

小
学
校
だ
よ
り

「矢
賀̂

^

i
f

さ
」

集

麝

ス

タ

—
卜
し
て?

も
ー
か 

月
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
一

年

生

も

密

に 

慣
れ
て
き
て
、
も
う
す
っ
か
り
小
学
生
で 

す

。
私
自
身
も
少
し
ず
つ
落
ち
着
い
て
、
 

子
ど
も
達
や
学
校
の
様
愛
見
る
こ
と
が 

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
 

い
く
つ
も
の
子
ど
も
達
の
素
敵
な
姿
、
頼 

も

し

い

倍

出

含

ま

し

た

。

ま
ず
は
、
あ
い
さ
つ
で
す
。
登
校
時
や 

下
校
時
に
、
玄
関
前
に
立
っ
て
い
る
と
、
元 

気
な
声
が
た
く
さ
ん
届
い
て
き
ま
す
。
立 

ち
止
ま
っ
て
あ
い
さ
っ
す
る
子
ど
も
。
わ 

ざ
わ
ざ
近
く
ま
で
来
て
あ
い
さ
っ
す
る
子 

ど
も
。
中
に
は
「
里
本
校
長
先
生
お
は
よ 

う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
魚
刖
ま
で
付
け
て
あ 

い
さ
っ
す
る
子
ど
も
達
。
子
ど
も
達
の
爽 

や
か
な
あ
い
さ
つ
に
、
毎
日
元
気
づ
け
ら 

れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
私 

も
負
け
ず
に
、
子
ど
も
達
に
パ
ワ
ー
を
与 

え
ら
れ
る
よ
う
な
あ
い
さ
つ
を
島
し
た 

い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
互
い
を
思
い
や
る
行
動
で
す
。
先 

日
、
一
 
•

六
年
生
や
一 
•

二
年
生
で
仲
良
く

⑶令和6年(2024砲6月1日 矢賀学区だより

建難訓練

き
ま
し
た
。

上

擎

が

学

棗

リ

ー

ド

し

、±
1
 

を
見
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
こ
の
素
敵 

な
流
れ
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
月
の
行
事

3
日

伺

プ
ー

ル

清

掃6
年)

下

發

出

前

鬟4
年) 

4
日

の

耳

鼻

费

診

6
日

用

租

税

警(6
年)

7
日

圈

置

・

懇

談(

た
ん
ぽ
ぽ) 

11
日

吸

野

外

蠶(5
年) 

12
日

伽

野

外

常(5
年)

18
日

吸

参

観.

懇
談(1
〜3
年)

19
日

嚇

参

観.

懇
談(4
〜6
年) 

20
日
用
一
斉
下
校

21
日

ゆ

歩!t
o
l
(
l

年)

広
島
市
立
矢
賀
小
学
校

校

長

里

本J

す
る
会
等
の
交
流
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
全 

年

は

「
一
年
生
を
迎
え
る
会
」
が
行
わ
れ 

ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ
た
の
は
、
何
て
温
か 

く
や
わ
ら
か
い
雰
囲
気
な
の
だ
ろ
う
か 

と
…一

年
生
が
喜
び
、
楽
し
め
る
よ
う
に
上 

級
生
は
気
を
配
り
な
が
ら
も
、
自
分
た
ち 

も
し
っ
か
り
楽
し
ん
で
い
る
の
で
す
。
本
校 

が
目
指
す
「
や
さ
し
い
子
」
が
し
っ
か
り
と 

定
写
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

一年生を点る会

さ
ら
に
、
静
か
に
行
動
す
る
姿
も
立
派 

で
す
。
い
く
つ
か
の
検
診
が
始
ま
り
ま
し 

た
が
、
並
ん
で
移
動
す
る
、
黙
っ
て
静
か
に 

順
番
を
待
つ
等
に
お
い
て
、
高
学
年
が
見 

事
な
お
手
本
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
検

寫
 

た
め
に
来
校
さ
れ
た
校
医
の
方
々
も
感
心 

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
先
日
の
避
難
訓
練
で 

も
、
今
年
度
初
め
て
の
訓
練
で
は
あ
り
ま 

し
た
が
、
静
か
に
素
早
く
避
難
し
、
避
難 

し
た
後
も
黙
っ
て
指
示
を
待
つ
こ
と
が
で

I
W

S

ぎ

下

で

」

園
庭
の
け
や
き
の
葉
が
茂
り
、
新
緑
が 

ま
ぶ
し
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
 

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ(

子
供
た
ち
は
ピ
ー
ピ 

—

豆
と
呼
ん
で
い
ま
す)

の
小
さ
な
鞘
を 

小
さ
な
指
で
開
き
、
さ
ら
に2

な
豆
を 

搔
き
出
し
て
豆
笛
を
作
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
 

だ
ん
だ
ん
上
手
に
な
っ
て
、
い
い
音
を
出
し 

箫

て

い

ま

す

。

幼
稚
園
の
正
門
に
は
大
輪
の
バ
ラ
、
園 

内
に
は
色
と
り
ど
り
の
ミ
ニ
バ
ラ
が
咲
き 

ま
し
た
。
花
を
楽
し
ん
だ
後
に
は
、
す
り 

こ
ぎ
で
ゴ
リ
ゴ
リ
と
擦
っ
て
色
水
ジ
ュ
ー
ス 

に
し
て
遊
び
ま
す
。
鹽

で

美

味

し

そ

う 

な
ジ
ュ
ー
ス
に
な
る
と
、
嬉
し
そ
う
に
教
え 

て
く
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
十
日
に
は
、
親
子
交
通
安
全
教 

室
を
開
催
し
ま
し
た
。
東
警
察
署
、
交
通 

安
全
協
会
、
交
通
安
全
推
進
隊
の
皆
様
を 

お
招
き
し
、
交
通
安
全
の
話
の
後
、
四
歳 

児
は
保
護
者
と
、
五
歳
児
は
一
大
ず
つ
実 

地
訓
練
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
信

号

携
 

色
を
よ
く
見
て
右
左
、
手
を
高
く
あ
げ
て 

渡
り
ま
し
た
。
子
供
の
交
通
事
故
の
多
く

が
、
飛
び
出
し
に
よ
る
も
の
と
聞
き
ま
し 

た
。
日
頃
、
車

で

の

移

累

衣

現

代

、
幼 

い
頃
か
ら
の
安
全
教
育
は
大
切
で
す
。
命 

を
大
切
に
す
る
意
識
を
も
っ
こ
と
が
で
き

よく Mようね!

六
月
の
行
事

4
日

吸m
習

聾

 

7
日̂

プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ

ム

豊

8 
日14

日
裕
サ
ッ7

モ
苗
植
え 

17
日

(1)
避
難
訓
練(

養

渡

し

訓

練
) 

19
日
於
水
遊
び
開
始 

26
日®

カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー 

28
日
照
誕
生
会
・
未
就
園
児
の
広
場 

未
就
園
児
の
ひ
ろ
ば
が
始
ま
り
ま
し
た. 

広
い
園
庭
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
よ
う
。
予 

約
は
い
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い 

5
日
枷
な
か
よ
し
広
場(

園
庭
開
放) 

12
日W
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

(

高
先
生
来
園)

幼
稚
園
だ
よ
り
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18
日
幽
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

27
日
・
な
か
よ
し
広
場(

園
庭
開
放) 

広
島
市
立
矢
賀
幼
稚
園

園

長

岩

本

弥

和

紫
陽
花
の
美
し
い
季
堡
な
り
ま
し
た
。
 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
『
な
か
よ
し
』
で
は
、
 

新
一
年
生
も
す
っ
か
り
ク
ラ
ブ
で
の
生
活 

に
慣
れ
て
き
た
様
子
で
す
。
宿
題
を
し
て
、
 

お
や
つ
を
食
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
遊 

び
を
見
つ
け
て
賑
や
か
に
毎
日
を
過
ご
し 

て
い
ま
す
。
気
温
が
高
く
な
る
日
も
多
く
、
 

遊
戯
室
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
た
後
は
汗 

だ
く
に
な
る
を

見
ら
れ

ま
す

。
熱
中
症 

に
な
ら
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
水
分
補
給 

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
今

月

は

今

年

寿 

の
屋
ケ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
紙
ひ
こ
う
き
選 

手
権
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
誰
の 

紙
ひ
こ
う
き
が
一
番
遠
く
ま
で
飛
ん
で
い 

く
の
で
し
ょ
う
か
、
今

か

亲

し

み

で

す

。
 

児
童
館
で
は
、5
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
工
作 

倍

に

45
名
の̂

^

あ
り
ま
し
た
。
 

花
型
の
プ
ラ
板
に
思
い
思
い
の
色
付
け
を 

し
て
、
オ
—
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
—
で
ぎ
ゅ
っ
と

縮
ま
せ
る
と
、
可

长

お

花

の

完

成
で

す

。
 

プ
ラ
板
が
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
—
の
中
で 

縮
ん
で
い
く
様
子
に
、
「
わ
あ!

」
とM
き 

の

声

を

あ

げ

る

多

く

、
ワ
ク
ワ
ク.

ド 

キ

ド

キ

し

な

が

旱

—
ホ
ル
ダ 

楽
し
み
ま
し
た
。
み
ん
な
笑
顔
で
、
出
来 

上
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
大
切
に
持
っ
て 

帰
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
児
童
館
で
は
、
色
々
な
行 

事
や
工
作
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
 

利
用
登
録
を
し
て
児
童
館
に
摆
に
来
て 

く
だ
さ
い
。

六
月
の
行
事

☆
 

ー

畫

警
(

一

軍

対

象) 

4
日

欧

15
時

30
分
〜 

☆

カ
エ
ル
の
風
鈴
づ
く
り 

22
日

出

一

回

目

10
時

〜

11
時 

二
回
目

11
時

〜

12
時 

☆

オ
セ
ロ
大
会 

28
日

(^

15
時
〜 

広
島
市
矢
賀
児
童
館

0002̂
2006̂
0543

A
-
M
h
!

ち
は
障
害
者

セ
ン
タ
—

で
す 

「
餐

雷
区
着
生
蔓 

蠶
点
畫

」0

ご
案
肉

こ
の
よ
う
な
ご
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん 

障
が
い
や
高
齢
、
病
気
等
で
、
緊
急
時
に

か?

支
蓼
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
方
。

•

支
蓼
し
て
い
る
私
が
急
に
倒
れ
た
ら
、

こ

の

毒

生

篡

心

配
 

ー
^
g
s
M
4
l

•
 

一
人
暮
ら
し
で
、
今
は
大
丈
夫
だ
け
ど
、⑴

相

警

し

线

契

約
(

事
前
登
録
制)

急
に
体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
頼
れ
る 

人
が
い
な
い
の
で
不
安

・
今
は
両
親
が
支
援
し
て
い
る
け
ど
、
高 

齢
に
な
っ
て
き
た
の
で
緊
急
時
に
不
安

広
島
市
東
区
地
域
生
活
支
援
拠
点
事 

業
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
重
度
化
・
高
齢 

化
や
親
亡
き
後
を
見
据
え
、
障
が
い
の
あ 

る
方
や
、
そ
の
ご
家
族
等
が
地
域
で
安
心 

し
て
生
蓼
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域 

全
体
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う 

事

葦

す

。

具
体
的
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
情 

報
を
事
前
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
 

ご
家
修
方
の
病
気
や
事
故
な
ど
で
、
「も 

し
も
」
の
緊
急
時
に
行
き
先
探
し
の
お
手 

辰
を
い
た
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
ー

東
区
内
に
お
供
の
障
が
い
の
あ
る
方

で
、⑴

一
人
暮
ら
し
で
、
緊
急
時
等
の
支 

援
が
必
要
な
方
。⑵

同
居
の
ご
家
族
等
が
、

ご
利
用
に
は
專
前
登
録
が
必
零
す

C  

ご
自
宅
へ
生
活
状
況
な
ど
の
聞
き
取
り 

に

艮

ま

す

。

⑵

緊
急
対
応
プ
ラ
ン
の
作
成

緊
急
時
を
想
定
し
、
何
処
に
受
け
入 

れ
を
希
望
さ
れ
る
か
な
ど
事
前
に
決 

め
て
お
き
ま
す
。

⑶

短
期
入
所
施
設(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ)

等 

の

見

當

鬣

利

用

普

段

の

生

诙

中
で

、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ 

イ
等
を
利
用
し
慣
れ
て
お
く
と
、
緊
急 

時
で
も
ス
ム
ー
ズ
な
利
景
で
き
ま
す
へ 

⑷

緊
急
対
応
プ
ラ
ン
に
よ
り
支
援 

緊
急
時
に
は
緊
急
対
応
プ
ラ
ン
に
よ 

り

支

皆

た

し

ま

す

。

お
気
軽
に
ご
相
談
・
お
問
合
せ
く
だ
さ 

、
。

広

島

靈

葺

幹

相

談

支

碧

ン

タ

—

電
話 0002̂
573̂
0140


